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Ⅰ はじめに

1.本校の ｢くらし｣について

1)本校の教育課程と ｢くらし｣

本校では､平成 12年度から平成 15年度までの4年間､ ｢個別のニーズにこたえる教育課程｣

をめざして研究を進めてきた｡そして､個別教育計画による個別の教育的ニーズの把握の累積の結

果 と､近年の社会的要請の観点から､教育課程を編成するための新 しい内容区分を以下のように考

えた｡すなわち､知的障害のある幼児児童生徒の教育的ニーズに応 じた支援内容 として､ ｢生活支

援｣ ｢学習支援｣ ｢就労支援｣ ｢余暇支援｣の4つの区分と､それ らの基礎 ･基本 とな.るコミュニ

ケーション支援を加えた支援内容区分である｡ この取 り組みの甲で ｢生活支援｣の中軸となる新

教科として新設 したものが中学部 ･高等部の ｢くらし｣であった｡

本校の ｢生活支援｣の指導内容は 『身辺生活』『家庭生活』『集団生活』『地域生活』『経済生活』

『健康 ･安全 ･性』から指導内容を配列 し､家庭や地域で暮 らすための基礎的な知識や技能､態度

を形成するとともに､将来の生活を主体的に切 り開いていこうとする力-の支援を趣旨とする｡ 一

人一人ゐ自立生活をめざした ｢生活支援｣とい う視点を導入することによって､｢生活支援｣ の趣

旨と内容を象徴する新 しい教科の創設や授業の創造を目指 したのが ｢くらし｣で､それを中学部 ･

高等部の生徒の生活支援の内容を扱 う中心的な教科として位置づけることとした｡(本校紀要NO.

48)

2)中学部の ､｢くらし｣

｢くらし｣が新設 された当初の指導計画作成にあたって中学部では､①生徒の生活実態に即 した

指導内容であること｡ ②技能 と知識の獲得の両側面からの指導内容であること｡ この2点に関して

検討が行われ､その上で､中学部における ｢くらし｣のねらいは次のように設定された｡

家庭生活に必要な調理､被服､住まいなどに関する基本的な知識 と技能を身につけるとと

前述①の生徒の生活実態に即 した指導内容準備 としては､個別教育計画の希望調査であがって

きた生活に関する希望なども参考にしながら､内容の検討が行われた｡さらに､前述②に関しては､

生活の技能獲得を重視 した授業 ｢くらし (技能)｣と生活の知識獲得を重視 した授業 ｢くらし (生

活知識)｣といった 2つの授業が設定された｡その年間の指導時間については､以下のように考え

られていた｡ (本校紀要NO.47)

｢くらし (技能)｣ :2時間×20回

｢くらし (生活知識)辛 :1時間×14回
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3)高等部の ｢くらし｣との関連や段階性について

高等部の ｢くらし｣との相違点としては､高等部では学習内容､学習方法などを生徒本人が選択

する機会を保障していたり､支援表明 (援助が必要な時は積極的に依頼を行 う)を重要視 している

が､中学部では指導計画で準備 された内容を一通 り学習し､能力にあった実力が身につけられるよ

うに内容を設定した｡中学部で一通 りの学習を行った後に､高等部においてより本人のニーズに基

づいて学習内容の選択がおこなわれるといった流れが組まれてきた｡これは高等部において､繰 り

返 しの学習機会を持つことによって技能や知識の獲得を促 していくことを重視 している｡家庭での

生活の知識 ･技能の獲得を重視 し､さらには将来的に地域生活-の方向性を促 していく中学部段階

にとって必要な流れと考えられていた｡

さらに､指導形態については､新設当初､高等部は課題別によるグループ編成での授業を行って

いたが､中学部では､学年別による内容の設定や学年別による授業を設定してきた｡他の学校から

入学してくる生徒が比較的多い中学部にとっては､生徒達の獲得 してきた生活の知識や技能の差が

大きいため､学年ごとに内容を押さえた方が望ましいと判断したためである｡ また､設定した指導

内容を一通 り学習することが望ましいと判断した理由からもこの学年別による内容の設定や学年

別による授業の設定を行った｡√(本校紀要NO.47)

高等部との指導内容のつながりに向けては､ ｢くらし (技能)｣では 『調理』 『被服』 『住まい』

といった分野を高等部と共通して持つこととし､ ｢くらし (生活知識)｣においてもその内容に継

承性が持てるようにと考えられた｡

4)中学部の ｢くらし｣の現状と課題ついて

｢くらし｣が新設されてから､授業実践を重ねていくなかで､大き く2つの課題カミ繰 り返 し話

題になってきた｡

一つには､新設された当初の ｢くらし｣の指導計画と関わる課題であった｡新設当初の指導計

画は学年毎に各題材の期間 ･目標 ･内容 ･方法が示されてはあるものの､例示が簡単な記載にと

どまっているため､生徒の実態をふまえた授業-展開していく際の解釈の幅が広すぎ､担当者に

よって指導内容が大きく異なり､偏 りがでやすいということ｡ さらに､実際には生徒の実態や個

別教育計画との関係もあり､各学級の実態にあわせ指導計画を立て授業を展開しているが､取 り

上げる時期や回数は学級よって様々であること｡ また､新設された当初の指導計画の資料だけで

は担当者になった時 ｢何をどのように教えるか悩んでしまう｣等､の声も繰 り返し聞かれていた｡

そして､もう一つには､高等部とのつながりに関わって検討を積み重ねる必要性についてである｡

現実としては､ ｢くらし (技能)｣ ｢くらし (生活知識)｣のいずれも指導内容の段階性､系統性､

妥当性等で高等部の指導内容と､一つひとつの実践を踏まえたす りあわせを行 う必要がある｡

今年度の本校の全校テーマは ｢豊かな人間関係をめざした授業づくり｣である｡ ｢くらし｣の特

に『生活知識』の指導計画には豊かな人間関係を育んでいくために必要と考えられる指導内容も複

数配列されている｡ 今年度は新設当初の指導計画見直しから､授業作 りを行い､全校テーマに迫っ

ていきたい｡この取 り組みにおいて､中学部段階で育てたいことを明らかにしていくことは中学部

で課題になっていることに対する解決の一助となり､高等部との関連や段階性について議論を深め

ていくための足がかりにもなると考えている｡

2.今年度の目的

前述 したことをふまえ､以下の2点を今年度の目的とする｡

【目的 1】個別の教育的ニーズ支援システム (SIEN)に従って､中学部における ｢くらし｣
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の指導計画を見直 していく上での視点を整理する｡

【目的 2】中学部における ｢くらし (生活知識)｣の指導計画を見直 し､豊かな人間関係につ

ながる指導内容の検討 と授業作 りを行 う｡

Ⅱ 方法

1. 【目的 1】に対する方法

1)｢個別教育計画 (B)｣において ｢くらし｣に関わる 『本人 ･家族の希望』の傾向の検討を

′行い､生徒の生活実態に即 した指導内容作成に向けて資料を得る｡

2)今年度当初の各学年で作成 した指導計画を ｢くらし (技能)｣の調理 ･被服 ･住まいと ｢く

らし (生活知識)｣に再分類 して整理 し､実践資料 とも照会 し､指導内容を検討 していく

上での資料を得る｡

3)研究授業で授業や個別教育計画の評価等を行い､指導計画を見直 していく上での視点を整

理する｡ 具体的には以下の手続きで検討する｡

(1)授業者は指導案を作成 し､題材設定の理由を詳述､生徒の実態 と課題をふまえた題材

感について言及する｡

(2)指導案に則った研究授業を行 う｡

(3)授業研究会を行い､そこでの協議 と授業や個別教育計画の評価等から､指導計画見直

しの手がか りとなる視点を抽出する｡

(4)共同研究者の助言を得て､抽出した視点を分類する｡

2. 【目的 2】に対する方法

1)前述の検討により得た成果を踏まえ､ ｢くらし (生活知識)｣の指導計画を見直す｡

2)新たな ｢指導計画｣に基づいた授業作 りを行い､中学部段階でおさえたい､豊かな人間関

係につながる指導内容に関して議論を深める｡

Ⅲ 結果 と考 察

1. ｢個 別教 育計画 (B)｣にお ける ｢くら し｣に関わ る 『本人 ･家族 の希 望』 の傾

iiii i i

m2009年度の 『本人 ･家族の希望』十 仙

22家族から誓 聖霊竿竿芸 : 2rlOl 童0)をもとに､

動｣ ｢進路｣希望の割合を比べたもの

を図 1に示 した｡｢生活｣に関わる希望

が全体の49%であった｡｢くらし｣を

教科 として立ち上げた2002 年度に

も過去 3年分の希望の割合について明

らかにしている｡当時は生活40%､

学習 28%行動 18%､進路 14% と 図1｢個別教育計画｣本人 .家族の希望割合

い う割合で､それが ｢くらし｣を新教

科 として立ち上げる背景のひとつにもなっていた｡(本校紀要NO.47)図 1の結果をそれ と単純

に比較するわけにはいかないものの､｢生活 ｣ に関わる希望は依然 と して高いことは明らかである ｡

次に､｢生活｣の希望 (のべ 98)を更に ｢身辺生活｣｢家庭生活｣｢集団生活｣｢地域 生活｣｢経
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済生活｣｢健康 ･安全 ･性｣で分類 し､比較 したものが図2である｡ 最も多かったのは ｢身辺生活｣

｢集団生活｣であった｡

｢身辺生活｣では二次性徴に対応 して身につけたい知識や身辺処理の技能に関するものや､『身

だしなみを自己チェックできる』『スカー トで足を開かない』『姿勢よくすわれるようにしたい』

『気温に応 じた衣類の調節ができるようになる』『公衆 トイレに一人でいってできるようにした

い』等の日常生活において自分で着実に身辺処理を行える力をつけさせたいというものが中心に

なっている｡

｢集団生活｣に関する希望は主に2

つに大別 された｡一つには 『友だちと

のや りとりの中で､思いを伝えること

相手の気持ちを考えることを学んでほ

しい』『友だちと仲良く遊んだり､行動

できる』『中学生らしいコミュニケーシ

ョン､人との距離の取 り方』『異性に対

する接 し方』等の友だちとのかかわり

方に関連する力をつけさせたいという

もの｡もう一つは 『挨拶､返事がきち

んとできる』『挨拶がきちんとできる』

『年上の人に対 して適切な言葉遣いが

できる』等､挨拶 ･言葉遣いに関連するスキル ･態度をつけさせたいとい うものであった｡

｢地域生活｣では 『駅や電車内でマナ｣を守る｡ 』『一人で登下校ができる』等､大部分が登下

校に関わるものであった｡これは､全校生徒が公共機関を使って登下校をしている本校ならでは

ともいえる｡

｢家庭生活｣では『料理のレパー トリーを増や したい』『裁縫､ミシンかけに挑戦する』『洗濯､

調理､掃除､片付け､お風呂､買い物等家庭生活で必要な技術を身に付ける』 『片付けや掃除が

上享にできる』等の家庭生活に必要な調理､被服､住まいに関する基本的技能 ･知識をつけさせ

たいとい うもの､さらに 『毎日の生活の中で本人の仕事の確立』『手伝いなど役割をきちんとでき

る』等家族の一員として役割を果たせるようになってほしいというものであった｡

｢健康 ･安全 ･性｣では 『健唇的な生活 リズムを作 り､からだを動かす習慣を作る』『やや肥満

の解消』等の健康維持に向け運動する習慣を身につけさせたいとい うものが大部分を占めていた｡

なお､｢経済生活｣に分類される希望は ｢生活｣には記載がなかっ.たが､｢学習｣に 『お金の理

解』 『お金の使い方の学習が多めにあるといい』とい うものがあった｡

2.新設当初と平成 21年度の ｢くらし｣指導計画の比較から

新設当初 (平成 14年度)の ｢くらし｣の授業は､3学年とも､技能の授業を水曜 日の3､4校

時に年間 20回､生活知識の授業は月曜 日3校時に年間 14回を標準として指導計画が立てられてい

た｡その後､他学部との教室使用調整等の関わりや､適時奉の見直しなども経て､今年度 (平成 2

1年度)は 1年生が月曜 日4校時と火曜 日の3､4校時､2年生が月曜 日5校時と火曜 日の3､4

校時､3年生が火曜日の3､4校時と水曜 日5校時とい う扱いとなっている｡週時表上は新設当初

と全学年同様な時数の確保を目指 しているものの､行事や休 日との兼ね合いで､実際の年間総時数

は学年よって違いがある (表 1参照)0
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各指導内容取 り扱いに関して着 目すると､例えば､ ｢調理｣では新設当初の時数では 1つの題材

2hとい うことで指導内容を配列 しているが､昨年度 と今年度の実際においては､実習で扱 うメニ

ューに関する栄養素や買い物等の学習の時間を確保 した上で､調理実習を行 う指導計画が多く､1

つの題材の調理実習に3hで進め､当初の指導計画と取り扱いの違いがある｡ また､ ｢生活知識｣

の学習においても､より体験的に､生徒が理解できるようにと授業作 りをしてきた経緯のなかで､

新設当初は 1hで扱 うように配列 されていた内容も､2hで扱 う指導内容も出てきた｡

次に技能と生活知識の各々にかけている時間のバランスとい うことに着 目する｡ 昨年度は､学部

内での使用教室の調整の難 しさもあり､例えば､現在の中2は昨年度 ｢被服｣に関する授業が極端

に少ないなど､指導内容によってかけている時間の差が大きかった｡この反省をふまえて今年度の

指導計画を作成 し､表のような時数になった｡しかし､こうした取 り組みの中で､各学級が実態 と

課題に応 じて指導計画を立てる際､各内容を取 り扱 う時数も異なってくるとい う議論もあった_0

これ らの議論を経て､どんな実態の学級集団においても中学部段階で押さえたい指導内容の絞 り

込みと時数の配分について検討 し､実態に対応 して柔軟に各学年が指導計画を立てられるようにし

ていく必要があることを確認 した｡

表 1 ｢くらし｣の授業時数

学午 くらし (技能) くらし(生活知識) 総時数調理 被服 住まい

2午 2hX10回 (20h) 2hX5回 (lob) 2hX3回 (6h) 1hX14回 (14h)2hX2回 (4h) 54h

H21年度 当初 1 1hX0回 (Oh) lhX3回 (3h) 1hX0回 (qh) 1hX4回 (4h) 39h作成指導計画 午 2hX4回 (8h) 2hX5回 (lob) 2hX3回 (6h) 2hX4回 (8h)

2 1hX4回 (4h) 1hX3回 (3h) 1hX0回 (Oh) 1hX9回 (9h) 48h午 2hX4回 (8h) 2hX6回 (12h) 2hX2回 (4h) 2hX4回 (8h)

3 1hX8回 (8h) 1hX5回 (5h) 1hX.8回 (8h) 53h
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3.研究授業から見えてきた ｢指導計画｣見直 しの視点

技能 (調理､被服)､生活知識に関しての授業研究会を行った｡それぞれの授業研究会で議論 さ

れた内容の抜粋は次の通 りである｡

中1/被服の授業研究会より (授業 日:6月 23日､授業研究会 :7月 13日)

○家庭でのお手伝いの実態のこともふまえ､授業を進めた○_新設当初の指導計画では､お

手伝い等､家族の中での役割については生活知識で取 り扱 うことになっていたが､.中学

○各学年でワークシー トを作成 し､使用 している○ 生徒 自身の振 り返 りと家庭 との連携を

p図る為に必要○活動の写真をワークシー トに貼 りポー トフォー リオの形式をとった りも

している○ このワ†クシー トを共有 していけないか○

○洗濯の手順の教え方は高等部の手順の教え方 とのす りあわせがもう一歩必要 と思われる

が､中学部段階での家庭での経験をふまえた学習の進め方もあるのではないかo

中 1/調理の授業研究会より (授業 日 :7月4日､-授業研究会 :7月 13日)

○新設当初の指導計画では､栄養素は中2から扱 うこ.とになっているが､偏食の生徒-の

ることは必要○栄養素の教え方は中 .高で統二した方がよい○

○各 クラスに家庭でいくつかのメニユ二を一人で作っている生徒から､調理器具の扱い方

を身につける段階の生徒までがい る○ 調理の実技的な課題差カ亨大きいo新設当初の各学

年の指導計画では現実的でや いo各クラスの実態に合わせた展開例の麿積 .共有が必要○

中2/生活知識の授業研究会より (授業 日 ∴1.0月 26日､授業研究会 :10月 29日)

○指導計画の見直し作業で明らかになった個別教育計画に関わる結果も考慮に入れ､人 との

つきあい方に関する内容を生徒にわかりやすい題材名 ｢中学生 らしいマナー｣として 2h

計画で扱い､ 1/ 2hは 『プライベー トとパブリックの区別』､2/ 2hは 『人との距離

の取 り方』とい う観点から日常場面での生徒の課題を整理 して取 り上げた○

○生活指導でも繰 り返 し指導されて_いる内容を授業として取 り上げる事での成果は､生徒の

日常-の定着の経過を見ていかなくては授業の評価ができない帝がある○

○教員がモデル となった良い例と悪い例の写真教材を作成 したo生徒の実際の場面を撮影 し

たものを教材 とするの早ま生徒 自身の気持ちを考え避ける.べきと判断した○

○写真教材で生徒が何を注 目すべきか明確にする工夫の余地があった○

○翌 日の連解帳にて､7人中3人の生徒の保護考からの反響があり､家庭 との具体的な課題

これ らの授業研究会を経て､また共同研究者の助言も得て､以下の課題が確認 された｡

一つは ｢くらし｣の授業における共通 した準備物であるワークシー トの在 り方と共有化に向け､

各学年が ｢くらし｣で作成 している略案 とワークシー トを集め､整理 ･検討 していくことである｡

そして､もう一つは技能､特に 『調理』においては､実際の各学年における展開例 (略案 とワー

クシー ト)を蓄積 ･共有化を図った上で､障害程度や経験 してきたことの差が顕著な幾つかの事

例について 3年間の指導経過を検討 していく必要があるとい うことである｡

4. ｢くらし (生活知識)｣の指導計画見直 し

前述の略案 とワークシー トを学部内の教員で共有化 していくとりくみとして ｢くらし実践資料

集｣を作成 していきながら､新設当初の ｢くらし (生活知識)｣の指導計画を見直した｡
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まず､ ｢2.新設当初 と平成 21年度の 『くらし』指導計画の比較か ら｣で確かめた点をふまえ､

学年毎に指導内容を配列するのではなく､どの実態の学級集団においても中学部 3年間で押 さえた

い指導内容の絞 り込みを行 うこととした｡

実際には､①中学部教員各人が､新設当初の指導計画の各題材 に対 して､ ｢必要な内容｣ ｢実態

に応 じ必要な内容｣ ｢技能にあわせて実施すべき｣ ｢どちらともいえない｣とい う4つの何れかで

チェックしたものを集計 した結果 と､② ｢個別教育計画 (B)｣における ｢くらし｣に関わる 『本

人 ･家族の希望』の傾向､そ して③各学年における平成 21年度の指導計画をふまえ検討 した｡こ

の結果､中学部 3年間で押 さえておきたい ｢生活知識｣指導内容 としては､ 18題材に絞 られた｡

絞った 18題材は表 2の通 りである｡ さらに ｢実態に応 じて必要な指導内容｣は 7題材 (表 3)､

｢技能にあわせて実施すべき指導内容｣は 7題材 (表 4)であった｡これ らの題材については引き

続き実践による検証が必要なものもあるが､すでにこれまでに実践 してきた内容については ｢くら

し実践資料集 (資料 2)｣とも可能な限 り対応 させつつ､学部内の共通理解につなげるように した｡

表2 中学部 3年間でおさえたい生活知識の題材

題材名 目標 生活支援内容配列表区分

1 身 体の清潔 と健康 ○適切な執 ､の仕方を身につけるO.○身体を消潔にしようという気持ちをもつ⊃ 健康 .安全 .悼

2 成長するからだ ○男女のから紬 ､と吉昭名がわかる○ 健康 .安全 .性

(からだの名前) ○男対日互に認めあう気持ちをも-3. し

3 成長するからだ (男子) ○二次闇蛎 財ヒとしくみを知る○○二次性徴に古封国人差があることを知り､自分の身体の変化を受け止めようとする○ 健康 .安全 .悼成長するからだ (女子)

4 生命誕生 ○自分が生まれた日柵 口る○○命甲大切さを考える○ 健康 .安全 .悼.

5.人の一生～ライフサイクル～ 〇人の｢生をおおまかにとらえられる〇･〇もうすくう壁学することがわかる○(中3) 健康 .安全 .悼

6 救急箱の中身 ○身近な救急用品がわかる○○=新庄瑚 急用品の用途がわかる○ 健康 .安全 .悼

7 かんたんな傷の手当て C軽い陸技.火傷の基衡勺な処置の弔煩を知る○○自分で簡単な傷の手当てができる○ 健康 .安全 .性

8 中学生らしいマナー ○行掛するの古事目応LV噺 ミあることがわかる○ 健康 .安全 .悼

(プライノキー-トとパブリックの区醐 ○マナーを守って行動する気持ちを高めるO. 集団生活

9 中学生らしいマナー ○友だちと按する時のマナーを知る○ 健康 .安全 .性

(人との距離の取り方) ○友だちと適切な関わり方をしようという気持ちをも-3 . 集団生活

10 友だちの良いところ ○友だちの良いところを認め合う○ 健康..安全 .性

○自分のよいところを知り､自己肯起盛を高めるo 集団生活

ll 変な人についていかない ○変な人に声をかけられた時の対処法がわかるo 健康 .安全 .悼

○樹疑場面て潮碍する○ 地域生活
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○食品の適切な保存方法を知る○ 経済生活

13 食 品 と栄養素 ○3色紙 群について知る○○バランス良く食べようという気持ちをもつo 家庭生活

14 家の中の仕事 ○家の中の仕事を知り､家抑 嬉llを考えるoO麺室で自分の役割を担う蕪持ちを高めるo 家庭生活

15 色 々な.標識や通学のマナー ○公共の場の主物 ミわかる○○通挙寺のマナーをしり､守ろうとする○ 地域生活

16 ゴミの分別 ○ゴミのう頴Uの仕方を知る○○ゴミを捨てる際に分別しようという気持ちをも-3. 地域生活

17 リサイ クル ○リサイク′レできるものを知るO.○リサイクルゴミの捨て方について知る○ 地域生活

18 ランビニで買い物 しよ う ○ほしい品物の探し方がわかるo 家庭生活 .地域生活

表 3 学級の実態に応 じてお さえたい生活知識の題材

~題材名 目標 生活支援内容配列表区分

1 気温と衣服 ○季節にあった服装ができるo (寒暖に対応)○寒暖に合わせて上着の調節をするOL 家庭生活

2 トイレのマナー ○正しい トイレの使い方ができる○○ トイレを汚さずに用が足せる○ 身辺生活

3 食品衛生 ○食中毒の原因が分かり､予防の基礎を知る○○かびた物､腐った物の見分け方がわかる○ 家庭生活

4 薬の飲み方 ○正しい薬の飲み方が分かる○○いやがらずに薬を飲むことができる○ 健康 .安全 .性

5 好きな人ができたら ○異性-の好意の伝え方を知る○ 集団生活 .

○相手の気持ちを考えることができる○○好きになったときの適切な接 し方を知る○ 健康 .安全 .悼

6 恋愛と結婚 ○結婚の年齢 (法的な)を知る○○妊娠､出産､子育てについて知るo 健康 .安全 .悼

7 生命誕生の仕組み ○結婚､妊娠､出産,sTDについて知る○ 健康 .安全 .悼

表 4 生活知識か ら技能でおさえることにする題材

題材名 目標 技能の分野

1 洗濯用洗剤の種類 と使い方 ○用途や繊維に合った洗剤の選び方を知る○ 被服

○奉示 された分量を使 うことを知るo

2 食品のカロリー ○カ七 リーの高い食品､低い食品を知る○ 調理

○ダイエツ下について考えられるo

3 食品衛生 (保存) ○冷蔵庫の利用の仕方がわかる○ 調理
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4 バランスのよい献立 〇三大栄養素と30品目を知り､献立作りに役立てるo .調理

○好き嫌いなく食べようという気持ちを高める○

5 色々な献立とバランスのよい食事 ○和風､-.洋風､中華風等の違いが分かる○ 調理

○カロリーの高い物､低い物がわかる○

○好き嫌いなく食べようという気持ちを高める○

6 住まいの洗剤の種類と使い方 ～○使う場所や用途に合わせた洗剤が分かる○ すまい

○表示された方法で使うことを知る○

技能については､研究授業での議論もふまえ､今年度は実践例の蓄積を共有 していくところまで

としている (資料 2/くらし実践資料集)｡ 表4の指導内容も含め､障害程度や経験差をふまえた

中学部 3年間の指導計画の在 り方を継続 して検討 していく必要がある｡

5. ｢豊かな人間関係｣につながる指導内容の検討と授業作り

1)授業作 りの題材

前述のように検討 してきた生活知識の題材の うち､ ｢中学生 らしいマナー (人 との距離の取 り

方)｣を取 り上げ､授業作 りを行い､豊かな人間関係につながる指導内容の検討を行 うこととし

た｡

中学部になると､男女 ともに二次性徴を迎え､からだっきの変化もそれぞれにはっきりと見ら

れている｡ どの生徒にとっても､自分の体の変化を受け止め､年齢に相応 しいマナーを獲得する

ことは課題である｡ 実際に､生徒たちは､中学生 らしくしようとい う気持ちはもっているものの､

人前で鼻くそをとった り､おなかやお尻をかく等､周囲を意識 しないで行動 してしま う生徒も多

い｡また､夢中になっている時に人を押 しのけた り､並んで歩 く時にもくっつきすぎたり､くっ

つかれてもそのままでいた り､幼い頃のままの接 し方で異性 と接 したり等､人 と接する際の距離

の取 り方や接 し方の課題も各学年それぞれに色々見られている｡ さらに､異性にあこがれた り､

複数の異性から好意を寄せ られて困った りする姿もみられ､異性 と.の関わ り方､気持ちの表 し方

の課題が見 られる生徒 もいる｡

個別教育計画作成時の ｢本人 ･家族の希望｣においても､｢人 との関わ り方やマナーを身に付け

てほしい｣等の希望が多くの保護者からあげられてお り､保護者 も子 どもたちの課題をはっきりと

意識 している｡

こうした生徒の実態 と課題､および保護者の希望を踏まえ本題材での授業作 りを行 うこととし

た｡

2)授業作 りに向けて 1

本題材は 10月に中2で 1回目の研究授業を行い､さらに､指導計画の見直 しを行った経緯の中

で､生徒の実態を踏まえ中 1でも同題材を指導計画に加え研究授業を重ねた｡

授業作 りにおいては､ ｢具体的な活動を学習活動の中に用意すること｣を第-に考えた｡その上

で､授業で用いる教材は生徒の課題-の対応のみならず､授業作 りのコンセンサスの得やす さに通

じる､作 りやす さや教員間での共有のしやす さにも注目し､加えて家庭 との連携の図 りやす さにも

考慮することとした｡

3)授業研究会から

中2での授業研究会の議論 (Ⅲ.3)を踏まえ､中1での授業研究会 (資料 1)につなげた｡学
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級を構成する生徒の実態と課題の違いから､取 り上げる要素の扱い方は異なっているものの､本題

材を ｢くらし (生活知識)｣で取 り上げていく上での授業作 りについて議論 し､主に以下のことを

課題 として挙げられた｡

○学習活動において模擬場面を用意 し具体的に進める有効性はある｡ しかし､その時には､さ

らに様々な実態の生徒､例えば､どう行動すべきかを良く理解できている生徒にとっての学習

課題は何か､理解が難 しい生徒にとっての学習課題は何かをもっと整理して場面を用意 し展開

することが必要である｡

○ワークシー トを実態と対応 して2種類用意 したことはよい｡

○こうした内容の授業の場合､生徒が本時に何を学習するかをしっかり理解 した上で模擬場面

での活動ができることが大切である｡ そ うした意味で､生徒が理解 し､意識 しやすいキーワー

ドを予め整理して授業の導入部分を展開することが必要である｡

こうした授業改善に向けての事項は他の ｢くらし (生活知識)｣の題材においても通 じる大切な

内容 と考えた｡

Ⅳ まとめと今後の課題

個別の教育的ニーズ支援システム (SIEN)に従って､中学部における丁くらし｣の指導計画

を見直していく上での視点を整理 し､実践資料の共有化を図りながら､今年度は ｢くらし (生活知

識)｣の精選を行った｡実践資料は資料集 としてまとめた｡また､ ｢くらし (生活知識)｣は前述

の表 2- 4のように､中学部 3年間でおさえたい生活知識の 18題材､学級の実態に応 じておさえ

たい生活知識の7題材､生活知識から技能でおさえることにする7題材 とし､各学年が実態に応 じ

て指導計画を組めるようにした｡さらに､こうして整理 した題材の中から授業作 りを行い､授業改

善に向けての一定の視点を確認できた｡しかしながら､指導内容で挙げた題材の妥当性や実践資料

集 としてまとめたものの有効性の検討は今後の授業実践の中で検証していく必要がある｡ さらに､

｢くらし (技能)｣の題材の精選や､中学部と高等部の指導内容の段階性､系統性､妥当性等につ

いて検討 していくための実践資料の蓄積についても十分とは言えない｡

残 された課題に引き続き取 り組んでいきながら授業作 り､改善を行っていくことが大切と考えて

いる｡

Ⅴ 引用 ･参考文献

･東京学芸大学附属特別支援学校研究紀要 No.47 (2002)

･東京学芸大学附属特別支援学校研究紀要 No.48 (2003)

-60-



【資料 1】

中学部 生活支援 くらし (生活知識)学習指導案

日 時 平成 22年 1月 29日 (金) 10:10- ll:00

対 象 中学部 1年 7名 男子 4名 女子 3名.

場 所 中学部 1年教室

指導者 MT野原隆弘 STl中村昌宏 ST2鈴木笑実

1.題材名 ｢中学生 らしいマナー｣

2.題材設定の理由

中学部 1年生の生徒数は､男子が4名で女子が 3名の 7名で構成 されている｡ 学習課題に際して

は､自分から積極的に取 り組める生徒から個別に支援を必要 とする生徒まで様々である｡ 生徒は本

校小学部より2名が進級 し他校から5名を迎えた｡今 日まで約 10ケ月を経て少 しずつ友だちに慣

れ仲間関係が深まってきた｡言葉のや りとりや受ける側のちょっとした気持ちのずれや関わ り方の

未熟さから言葉の行き違いに発展することもよくある｡

また､夢中になっている時に人を押 しのけた り､われ先にとタイムカー ドを押そ うとすることや､

座席等に座る時に密着 しすぎていた り､幼い頃のままの接 し方で教員 と接 した りする等､人 と接す

る際の距離の取 り方や接 し方の課題 も多い｡さらに､最近は､クラス外の友だちとも関わ りが増え

仲間関係の広が りもあり､遠 く離れたところから相手が秘密にしたがっている話を大きな声でする

など､困った姿も時々み られるようになった｡

そこで本題材では､一人ひ とりの友人 との関係の実態をもとに､各生徒が取 り組む課題や内容を

押さネ､学級の仲間と一緒に課題を共有 していけるようにと考えた｡人との関わ り方やマナーは､

学校生活の中でその場を捉えて相応 しい行動のとり方等を繰 り返 し教える機会がある｡こうした 日

常的な指導に加え､授業場面で生徒たちの 日,頃の課題を取 り上げお互いに確認することは､小学生

から中学生になったとい う環境の変化 と精神的な面から集団性が育ちつつある現段階だからこそ､

普段の生活に活かしていくきっかけとなると考えた｡友だちの中での自分を考えることは､他人を

気遣える姿勢等-つなが り将来の社会生活で大切な要素となる｡ さらに､この学習を通 して身近な

友だち関係にも一定のルールやマナーがあることに気づいて欲 しいと願いこの題材を設定 した｡

3.目標

①友だちと按する時のマナーを知る

②友だちと適切な関わ り方をしようとい う気持ちを持つ

4.指導計画

(1)中学生 らしいマナー Ⅰ (友だちとの関わ り方 距離の取 り方) 1h (本時)

(2)中学生 らしいマナーⅡ (友だちの良いところを見つけよう) 1h
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5.本時の学習

(1)本時の目標

①友だちと仲良くするためのルールを知る

②仲良くするためのルールを守ろうとい う気持ち を持つ

(2)準備物 : ワークシー ト､名札､文字 ･絵カー ド､教材箱 (タイムカー ド機 ･カー ド)

椅子 7脚､テレビ他

(3)生徒の実態及び個人目標 ･手だて

生徒の実態 個人目標 指導の手だて 関連する個別教育計画

A ･友だちが好きで積極的 ･人 と接する時の適切 ･適切な距離の取 り 自分の気持ちを表

だちに伝えたいことがあると耳元近くで話す等相手 と適切な距離が取れないことがある〇･その都摩指導されると納 るo■.適切な距離のルールを 示す〇･設定場面でうまくで するo得するが､まだ身に付いて きた経験を重ね､しっ

おらず､同じことを繰 り返 守って友だちと関わる気 かり認める○

す○ 持ちを持つo

B ･友だちと仲良くしたい ･適切な言い方､接 し ･写真カー ドや具体 適切な人間関係を気持ちはあるが適切な言 方を確かめる〇･適切な言い方､接 し 的な友だちの意見で 身に付けるととがい方や接 し方ができないことがある〇･わかっているが リラγ 理解に繋げるo _･設定場面 (並ぶ) できる○

クスするとつい友だちの顔 方で友だちと関わる気持 で うまく関われる経

に触れるなど友だちのいや ちを高める○ 験を重ね､その都度

がる接し方をしてしまう時がある○ しっか り認める○

C ･友だちが大好きだが手 ･友だちとの適切な関 ･具体的な写真カー 良好な人間関係をを引いた り､顔を撫でる わ り方を知る二･マナーを守って友だ ドを提示 し対比 しな 作れる○

等幼い関わ り方もあるo がら確かめる○

･友だちの中で注 目され ･設定場面 (並ぶ).

ることを好み周囲の気を引 ちと一緒に行動しようと でリーダー的な役割

こう_と､碍動からはずれた いう気持ちを高める○ を担えるようする0..

り､マナー違反をすること 適切な行動をとって
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D_ ･友だちに幼い関わり方 ･不適切な関わり方を ･写真カー ドで適否 友だちとの関わり

をされても､そのままで された時の対応の仕方 を示 し具体的に意思 を楽 しむ○

いることがある〇･クラスメー トと楽しん を知る〇･設定場面で友だちの .を表現する機会を作る〇･設定場面で適切に

をじっくり見てから同じように活動することが多い○ うとする し活動を支える○

E ･大人に対 して幼い関わ ･不適切な関わり方を ･写真カー ドで適否

り方をすることがまだあ された時の態度につい を確かめた後で実際

るが､自分に幼い関わり方をされると嫌な気持ちを表現することが増えてきた〇･身体接触を伴う幼い関わ て確かめるOb･設定場面で友だちと適 にやつてみる〇･友だちにもたれた

り方がおかしいことは気が 切にかかわりながら活動 りしないようロール

ついている○ する○ プレイで適切に行動できるよう援助し､できたことをしっかり褒めるo

F ･タイムカー ドの順番をp･順番を意識 して待つ ･適切な方法を写真 学級の友だちにき

守れず友だちより先に押 ことや友だちとの距離 カー ドで確かめロー ちんと挨拶ができ

そ うとすることがあるO.･友だちといっしょに過 の取 り方を知る〇･順 番を守って行動す ルプレイでやってみる〇･.設定場面 (タイム ろ ○

G ･友だち-の思いが先行 ･相手の立場や状況に ･対比 した例を具体 適切な対人関係を.

するあまり｢方的な話 し ついて知る〇･友だちゐ立場を考え 的に示 しどちらが良.身に付けることが方をすることがある〇･友だちと上手に関わろ いか考えさせる〇･設定場面.̀(並ぶ) できる○

うという気持ちはもっているが､気持ちが通じないと途中から大声で関わることもある○ て関わる気持ちを高める○ で適切に行動できている姿を認め友だちが喜んでいることに注目させるo
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(2)本時の展開

学習活動 指導内容 留意点

10:1010:1510:2010:2510~:4510:55ll:00 ･挨拶をする〇･今 日の学習について聞く○ ･始ま りを意識する〇･今 日の学習内容をみんなで ･時間で始められるよう予め確認 してお く〇･文字カー ドや絵カー ドを

(中学生 らしいマナー) 読んで確認する○ 貼るo

･クラスの中の友だちとの関 ･クラスの中のマナーについ ･意見が出ない ときは､S

わ りで良かつた事､悪かつた て気づいたことを発表する〇･p出てきた写真を見てどんな Tが絵カー ドや簡単な動作事について聞_く〇･仲良しクイズをする でヒン トを与える〇･それぞれの写真を一定の

*タイ.ムカ⊥ ドの場面 物か言 う○ スピー ドで提示 し､楽 しい

*友だちをさそ う (物や場面カー ド等)･挨拶やお互いの順番を意識 雰囲気で学習できるように*挨拶の写真*みんなで移動･友だちとロールプレイをす する〇･写真カー ドを対比 して示

る して行動できる す○

*朝の準備の場面 ･.教員の顔を見て挨拶するO .･適切に行動 している姿を

挨拶-タイムカー ド-着席*みんなで移動の場面 ･友.だちと順番にタイムカー しっか り_認め､普段の生活ドを押す〇･友だち-優 しく声をかけ誘 に活かそ うとい う気持ちにつなげる･適切に行えている姿をし

日直の声-整列-移動-着席･ワークシー トを記入する〇･今 日のキーワー ド (中学生 う つか り認める○ 生徒同士の

･日直を交代 してもできる･ワークシー トの写真を見て _感想 も取 り上げる生徒D､Eの気持ちはSTが仲介 して他の生徒に伝わるようにする･生徒の課題に応 じた 2種

正 しい方を選び確認する〇･キーワー ドを読んで再確認 類のワークシー トを用意するO .･全体や個人で確認する○

らしいマナー)を読む〇･まとめを聞く〇･終りのあいさつ○ する〇･いつも今 日のようにマナー

が守れるよう確認 しあ うo STは仲良くして楽 い ､中

(5)評価 (省略)
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(6)備考 (ワークシー ト)

ワークシー ト1

中学生らしいマナ-(D
がつ にち

月 日 ( )
占さ J)いさつ たf!
【朝の挨拶】 正しいほうにOをつけましょう｡

ー●一㌔'L:i至言……盛:■...

r<た
【タイムカード】 正しいほうに○をつけましょう｡

r T E : :

【友だちと挨拶】 正しいほうに○をつけましょう｡

孝,'二 I.:L1..:::～:.:.>:.I::;:I

の 巻 数 】 TF し い ほ う に○をつけましよ.･:.:.:.:.:.:-:.:.:.:-:-:.:-:,:,:.こ.:,:.:,:,:.:,:,:.:.:,:.:.:.:.:.｡.:.:.:.:.:.:.:.:.:-:.:～ うー

･>:.L I..-..-....-.a■√:･#''

【並ぶ姿勢】 正しいほうにOをつけましょう｡

ヒも はfuL,. たた
【友だちへの話】 正しいほうにOをつけましょう｡

結き晋買. ･>買. ･>

<今日の学習の感想ゝ

㊥ (-)よくわ恒 た 顔.L.()むずかしかった

ワークシー ト2

中 学 生 らし い マ ナ ー②

カミっ にち

月 日 ( )
こえ かた たr=
【声のかけ方｣】正しいほうに○をつけましょう｡

･:㌔･…≡習 Ln:.:.>望 弓背 蘇題

,蒙:昌≦ 享 .一.>>>

力､r= r{た
【さそい方】 正しいほうにOをつけましょう｡

｣ .,

かr{ たr=

【さそい方】 正しいほうにOをつけましょう｡

■ ■ ■ ■ 一 一■ ー ■ ■ ■ ■ 』 l一■ ー ■ ■ ■ ■ 』 l

･のきい71】 7TしいほうにOをつけましょう

==:i:{I.;.ニ::;:芳一:.::; 豊:

びJff】 TF し い ほ う ■(- ○ .を つ け ま し ょ う

I::L>･●※●I _._.げ ≡享. .. 阜+:チ-一一一一一一.一一一一..一一.-..一問 洞 評允'.■:i:く.>H>･●※●I _._.げ ≡享. .. 阜+:チ-一一一一一一.一一一一..一一.-..一問 洞 評允'.■:i:く.>H

す の 輔 び 一方 】 TF し い ほ う に ○ を つ り ま しょう∧

歯 認 談 義 棄 競 薮;:.,.‥;≡...平 喜‡ H=.:...,..LI--:-.育;,.:,.a...: ::} :-.一,.::≡=諾 .=;==# !=≡澄 ..>>:I +･:##:.IZ■':.詣

<今Ejの学智の感想>

( ) よくわか去た. ( ) むずかしかった

-65-



【資料 2】実践資料集抜粋

生活知識 ｢成長するからだ｣

氏名
:勇性のからだ,,.女性のからだ

5 ..字普q)流恥考き~こく-, .;一字習転.見通しをもつ. ..額軍をす.3.. '腎~ ././那./-
芦■.0 .甥 葵別に楳遷御 こか与だ p.-各部位を慧-i%::tJTJ.hかも領 .伺 偲の.政見が男潔そ*pぞわ･.をなぞ考. 動す冬. の絡動を共感軌 亡控併すころ. Jこ.../- I:い､1...>.■.【.:タ':.

千.男女別にからだの細部を ..成長を確かめ率がら青く. i..-.<L...号.i=t..']仁...I.=:,1.=*:...i.,;J.I.ち.A:.ニ':::.;i:..
青̀く.- ～.='fJ..l.詔i/.描.iSft,Iil:.i::=_;.=〉 -.,i..,_:I.

i.i;二..身体如准音を発表しJ串 丁.ヽ､.ろいろな呼由寿か準.るJ ..し.I.如丁:ろこ=な呼が加 流吟奪う4-~ ことが.わかる.. .いながら正しい串柿を確か吟1東女共嫁の体の呼び方と .る｡ 踊ら■眉川, ,与-..=丹:,‥妻 i t
_ i :i ､ざ.T:もぎめて俸q)癖位名.轟音わな小.ことを確iTIt,しなが_ら.二男 バ盛致,J ト十一一一一一一一J,,;I,::..;.;

I-9 J̀.ワサ 略 敵 すさ-. 去急募宗㌘ 成雛 和 名 .癖 を手かかり:k.1Jる｡ .芦 . .仁貰芸 .I,巌 ゝl F fー■~'､''.i.

封N レ 莞 トf=

申 ~@ <今 日q)学智の感得 >

あ. .塗 (∴ ) よくわか つ_た○ ( ) むずかしかった

生活知識 ｢救急箱の中身 と使い方｣

①軌 ､憧扱 火傷の基東野な処置がわかる. O 興味 ..関心草持■

薗身近な救急向島かわかる. L>そ学習に臨む=さとかできたか○

Qな 汚た._4部分的に苧きたTE:ち.ちともい阜や~.-A. -

｣

< 今 日_の車 重の.感想.> .

( )_S.十わかt'.た .(:: )むずか Lか つ央
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匪 頭 相 如 柏 を繭ペ よ う 愈 轡
入 っていた ものにチ ェ ックをつ けて くだ さい｡

一体温計 .::;感& 消音角アルコール

は さみ ♂ .'二二 消 毒 薬 *:>:

ピンセ ヅ ト Ef萎

紙 バ ン 鉱 毒

ぽ ん そ う こ う ､ 風 邪-粟 *

包帯 允 解 熱■棄

富海 田 音 義

匹享きっ か い か た を ･m(,U,知 ろ う

か ぜ (ねっかあ

け が を したと

訴C3かカlいたい

操短許 感熟

し ょうどく

ぼ ん そ う こ う

ガーゼ､ほ う た い ､紙 ハ ン

整 腸 剤

生活知識 ｢中学生 らしいマナー(∋｣

(70ライへ十一トとハoデリックの区別)

中宇部 ~くらし ｢生活知識).学習指導嶋零1.題材名 ｢や学生らしいやナ一Q｣_(?○ライへ''小と)ヽ07.リサクの区別)I2.目標①日常場面における適切な行動の仕方がわかる I.堕 壷らしいマト .Qli
◎マナ一を身た付け.中≠生らし<.掘る舞おうセいう気持ちを高める｡3.展開 月 山 )l氏名 】

時間 学習精勤 僧導内零 留意点 あなたが使うほ うに O を つ け 蓋 し よう.｡

【 づくろい】 TFしい(まうに〇着つけましょう.∧

肘 .̀.:i.===.== ==::≡:.>=.:-==':;=':;l#首こ!....1-紺 ー'./.=.:..ミ…:キ拭.:.=.≡辞 ..i..≦<I:輔苛澗 ▲●ー●. =5..#:=碁群.m :=モ=て;;;L

①~ ◎① 由① ② 謂朋 .........～.........A-'!Lプ
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生活知識 ｢中学生 らしいマナー②｣

(人 との距離の取 り方)

【≡ベ市】 TFしいほうに0をうけさLJ:うー .中宇部 くらL;｢生活知識｣学習指導喝貫1.題材名 岬 竿生らしヽ ~､マナ⊥⑳｣(人との距離の取り方)

･'ヽq =:=:I;;i=i:l…≡描 ≡…≡≡≡粥 2.目標 ①加 と捜す都等のマナl-を知も

②友だちと廼切な関わり方を.し.ようとする気持ち_をもうつ

-3.展開_

.試【横路】 ■正しいほうに0をつけましょう. h'l…ミ:A,=;::i:;!:'央:'●零 式:嘉 禦}:;::=:=:..:ミ慧憩 】丑 寮 ､ 義 昭 帯 , 時間 学習摘動 -指導内容 留意点

5 .封寺の学習たづいて聞 .仲醸 しtr､毒す-TJにつ.._..けてきな中鞄 rA,,つ.土ヽ~小中学
く｡ iヽて学習する土とがわかる. 生｣等という髄 キサ L杵こし亭親交

に行動しようとtJ､う気持ちを高め
られるようにする

.3~5 ,_..適切な捜し方＼不適.頂 だちと塀魂虹鞭り旅 ,..具体触 個 の々書鼎 こ応じて劫と
切な額劫 写真を0 ×Jポ 責-他人の播州 偽.伸ナたヽ やり七りa)仕軌こついても取

1地顔
･座り方
･執 ､方 等_

~【次勢】 TFしいほうに.0をつけきし.よう. t'マナ に.界をつー よ っ言葉 掛 けをする.STはゼデ オp

三 ÷【盗敏一 'TFLl.;1ほうに0をうけまし.よう; -Il.国毎妄蓑辞 .i諸事三朝汁:=●=;:;=;≡;=;.==;詫=:キ=三溝 で撮る.･や兼鵬 .行動したこと細 り返る○ ..注 目 させたい箇所ではビデ

オを_と̀ーめ.=る｡

掛 る. がわ如 ■..I-普段の生縛でも通 気を作 る ｡

旬にやろうという気持ち寄引

1q=~ てワ十ク.シートを記入す t.フ細寺を振り返り､.セナ-香 .個々に気をつけて欲しいポイ
-ち.. 守ろう.とヽ.,う気持ちを高め るAシトをワ=rL,.シナトで確認する.

4.準備物 写真教材､0~5<カ一ド､ビデオ､-テレ■ビ､ワJウシL-ト

5.喜平価

I_①劫だちと新 都寺のマナーを知る, i)興味関心をもって■学習

○できた △部分剛とできた.-どちらともいえ-ない LO △ -

¢ 率.

ゐ @

( ■上 古の他. [. ] lb ゐ
.① ′ ②

¢ ②- l

るコ .TFしいほうにOをつけましょう-

鰯‥…:…≡批≡群 #

:ぷlTFしいほうに○をつけましょう∧

'''-蘇.-鞍 ,≡:≡:‥:≡併呑 -.耕L.ih.憩

ぶ】TFしいほうにOをつけましょう_

‥==::*:=:::=三==L:耕# ･./.:i.===== :;:≡::S;..I.;i:Ily::E三二三東学

:;3て】IFしいほうにOをつけましょう

A:::こ: ..:i"T;.::

>:':I･〉 ･t:こ:.I::L..i:.(..､虫J:a.

ラ.1 TFしい.ほうにOをつけ ましょう, ,

:i.*pg=_I,=. =≡===こ -.-.=:葦薫∃ ･'.'.'<批 a.'= =.=:i::S鮮 謹

うー TFしい~ほうに0をつけ ましょう .-

茸黙群.:‥= 欝賢S::::t.I::ニ=:: ≡;==::=<.x.;JI..a.:.:.;.一､':::.:;-:.:.よ..

せて】 正しいほうにOをつけましょう■.-

肯宕峯=三:; :=:=:怒若菜:̀=汲:. :;:.;=::i:=;: 邦ー;':'=:i=====表lW"..:議 題
I .I-.. ㌔:...:,'''''m:̀=̀.̀一字‥...i 津軽

<今日め学習中感想>

( .) よくわかった○ ( ) むずかしか?た
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生活知識 ｢変な人についていかない｣

中学如 くらし r生i細 J学習揖導喝案

1.題材名 r変な人についていかない｣

2.目標
0変な人に声をかけられた時の対処漁がわかる｡
0模擬場面で練習する｡

①大きな声で rいや｣と言える
②その場から逃げることができる
⑳家の人に報告ができる

3.展開

時申 学習摺勤 指導何事 由恵一よ

10 ーどんな人が変な人か轟音し -.どんな人が変な人かを.･板書し､後で確畠でき.ち

大切な事を話し合う.①大きな声でいやと■いう.②逃げる.①家の人に報告するb･模擬場面でやってみる トがわかる〇･ロールプレイで適切な や繰り返し確かめる○-1楳僅場面の設定由､学校
ロ.一ルプレイを見ている隼 対応ができる○ 一駅-色毎とし､~.■全員がイ
徒は､や.り方の適否を考え ･-みてい.る生徒.はやって メナジ由緒てるよう:に由示

イd)自己評価をすると 追う場合は本人が具体剛 ±
･敬貫の評価を聞く○ 何を改善すべきかを丁宮に

4.準備物 ヽ
場面用掲示物､キーワ←ドの文字カード(①-⑳)､○×か-ド､マグネット､デジカメ

大きな 声セ線という ..逃げる 家の人に報告す:る

守 _簡.ど わ~_で で 商 p.ど わ .で 管古間~ど わ で

ら な ち.つ な 早 な ち ､⊃ な ち.'な -ら ､う な

捕助丁-秤馬･れもぎできる と.ち昔.ス_な,V､■て-いちよっだが行動 い 捕助-が義れ.ば守.普ち i-ち言えな_ヽヽ ーて-いちよっだ ヽヽ 緬助#あればで普る.と.空耳ス.なt､て■いらよっだが行斬 _V､;が行勤

生活知識 ｢食品と栄養素｣

月 日 ( )

変な人についてい かない

｢変 な 入 っ て ｣ ･ ･ ･ど ん な 人 ?

･わたしを ずっと じろじろ見ている人｡

･わたしを しつこくさそう人

･ものをあげるから ついておいでという人

･からだに さわって なれなれしい人

･くるまに のせようと しつこくさそう人

逮 .i

轡

fX
:L=J=Jl.こ.=-=.1位:.:.i,=..=.=〒==こき==L:≡..≡=耕:I.亨.≡;..TT=三.===.L.l捕手≡;≡三≡.一.=;:;i:

<.今日の学智の感想/練習でうま くできましたか?>

0大きな声でいやという

( うまくできた､ がんばった､ むずかしか?た )

◎逃げる

@濠の人に報告する

(. うまくできた､. がんばった､ むずかしかった )､

学校から家庭へ廠 員の評価)/この学習臥 新聞をおいて繰り返L,柁詔.練習することが有効と畠
われています.蛎 に々ご奉庭でもこ由訂下さい.

LO大きな声でいやという(できた 糊 で札 どちらとも言えなし＼わかって1.塙ようだわ動けれセきない)
①逃げる(できた 棚 昨可 どちら.とも舌えなし＼わかっているようだわ動けず､できない)

中学部 くらし｢生活知軌 学習指導喝案

1.題材名 ｢食品と栄養素｣

2,日揮
①からだをつくる栄真素の働きを知る｡
②栄養素をバランスよく取れる食事をしようという気持ちを高める｡

3.展開

時間 学習稽動~ 指導内容 留急点

-1530-5 L一㌧栄衰象と.そ由働きに '食品によって多く含ま .,生徒10)発言を赦.り上はなが_

を話し合う. 気付く. 使って栄真義と~主な働きにつ

I-栄養素と主な働きについて知る1. いて整直して掲示する9

･翠義素の分類表をみ ･身近な食品~に争く含ま
て確かめる) れている栄養素を知る.

･ウTクシャトに食品 ･身近な食品の栄養素を ･.ワークシートの手がかりに

の栄真義を分顛する｡ がわかる○ なる.よう板等するや

②栄養素をバランスよく取れる食事をしようという気 に悔むことができたか.
持ちを高め_る｡

0できた△部分的にできた-どちらと.もいえない ･○ △ -

.① ◎

① ､②

① 由

¢ ②

① ⑳

6) ②

-69-



黄

生活知識 ｢ゴミの分別｣

中学部 くらL,性活胞 学習翻 案

1.題材名 rごみの分別｣

2 日額
①ごみを分別することを知る｡

⑳紙Jでック､ペッTLボトルの出し方を知る｡

3 展開

･今日の学習の請を聞く｡

･幕板の分別表を見てゴミ

の分別をする｡

･ワークシーT.でごみのカ

ットを分窯する｡

･祇JYック､ペットボトル

の出し方の説明をきく｡

･紙パック､ペットボトル

のごみの出し方を練習する｡

･まとめ

･学習の見通しをもつ｡

･ごみの分別を知る｡

･ごみの分別がわかる｡

･紙7ヾック､ペットボト

ルの出し方がわかる｡

･紙J<ック､ペットボト

ルのゴミ出し手順がわか

る｡

･プリント 1を使用

する｡

･プリント 2を使用

する｡

･難しい生徒には分

別表を手かかりにさ

せる｡

-プリント3を見せ､

説明する｡

･デジカメで汚動の

様子を点り､ふり返

りで用いられるよう

にする｡

･プリント1を使用

する｡

4 準備物 プリント1､2､3､ごみのカット ごみ滑乱 ペットボT,)I,8､紙Ji-ック

4､はさみ､デジカメ

5.評価

加できたか.

O.でき串△部分卿こで普T= i-どちらと:や～.i0--A -
えなtr_L

月日()
1 や ってみよ-ごみを分別しよう-
-2や つ-てみ よ-う

<今日の学習の感憩>
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調理 ｢バ ランスの良い食事を作ろ う①｣

(マ-ボー豆腐定食)

中学細 くらし l馳 学習精察
1.題材名 rバランスの良い食事を作ろう①J(マ-ポー豆腐定食)
2.日倭

①主息 汁物,主菜､副菜から成る定食を作る
②バランスの良い食事について理解を深める

3.展開
指導上の留意点

葦
■
宵
､旦

ん 〟ヽ′一
ZY＼ヽ＼
ー

i.I'･-
守
Ty･;:招.f

j
･:･j

勝 義鰍も¢

･鋸,.

,.:表ilr一途叫

･身支度をする｡
今日の轟犬立､担

当料理を聞く｡

グループごとに調娃する｡
･1グループ(マ-ボー豆
腐)

･2グループ(中華スープ)
･3グループ(ご飯､中華
クラゲとレタスのサラダ)

･試食

･僅用した食器類を片付け
ら

･次回の調理実習t:ついて
説明を聞く

学習の始まりを意識する
･予定を知る
･予定と担当する料理を知
ら

･パッケージに書かれてい
るレシピを見て料理を作る

･敏男と工程や道具の使
い方を確認しながら料理を
件る

･主食､汁物､主薬､副菜
を確;忍する
･洗い残し､すすぎ残しが
ないか確認しながら片付け
ち

･次回の献立を知り､期待

を高める｡

･hfT:ホワイトボード
に座席を記入する｡

･MT:ホワイトボード
にメニューをはる｡

･各グループは生徒が
できるだけ自分で進め
ていけるよう支援する｡

･楽しい雰囲気で会食
できるようにする｡
･予め洗い方のポイン

トを生徒の案鯨に応じ
て伝える ｡

4.準備物

●調理器具(フライ)でン4､片手なべ2､番玉6､フライ返し4,菜箸4､包丁3,まな板3.
ざる乳 ボウル臥 お椀2､炊飯器2,計量スプーン1､計量カップ5)

●食器禁(茶碗､お椀､大皿､小鉢､はし 各12,フォーク､スプーン)
●材料(米9合,レタス2玉､中華くらげ2パック､卯8個､鶏がらスープの素大さじ3.

堀､こしょう､豆腐5丁､マ-ポー豆腐の轟3箱)

5.評価
①バL5シ才の良い食事につtI.,て理解を深める O興味関心をもって等

@主食､一汁物､.主革 副垂から鹸る草食を作る 翼に臨むと_とができ1たか

○できた △部分的にできLf= -どちらともいえない- ○ △ -.
①.. ②
① ②

① ②

① ②p
① _. A(診

f 中亭くらげ ･2I{Ey.〟

I i.タスを萌巧与

I L..タスをちぎり.ボウルにい7tる 普 :S

3- ･ボウルに中学くらげをいれ_早

〆 ++ 舵'n':3薄日.〉■A.1: 皇

ヽヽ

1 ＼二.:∴･､-:.ヽ.:-:.:

-71-



調理 ｢バランスの良い食事を作ろ う②｣

(さばの味噌煮定食)

マ-ポー豆腐定食

f~ 克功.麦pO称もむせ切手 (::':了'

字~~~ 最中草をきく 令

i かたで,*ペk:p入れ尋 ･感賢㌦1

ヰ 水を九8.て年号

5 革申年■文一72の申年を入れ争LV
.卓 だ声等車t.く

読 く,'ー

中学布 くらし r釈 1 学習脚 案

1.讃材名 rバランスの良い食事を作ろう②｣(さばの味噌煮定食)
2.F博

①主食､汁軌 主菜､副菜から成る定食を件る｡
②バランスの良い食事について理解を深める｡

3.展開
指導上の留意点

･今日の予定を確認する
･今日の青天立､担当料理を

確認する

グループごとに調理
･1グループ(さばの味噌
義)

･2グループ(みそ汁)
･3グループ(ご敗､酢の
物)

就食

使用した食器類を片付ける

次回のき敵邑実習について釈
明を聞く

･予定を知る
･担当する料理を知る

･レシピ本を見て料理を作る

･敏男と工程や道具の使い方

を確認しながち料理を作る

主食､汁物､主菜､

gIJ菜を確認する

･洗い戎し､すすぎ残しがな
いか確証しながち片付ける
･次回の点犬立を知る

･LTT:ホワイトボード

に座席を記入
･MT:ホワイトボード

にメニェJL･-をはる

･春グループは生徒が
それぞれ百分で件業で
きるよう配慮する｡

4.準備物

+調理器具(7ライバン3,片手なべ2､お玉5.フライ返し乳 菜箸2､包丁4､まな板4､
ざる4､ボウル4.炊飯器2､計量スプーン7､計量カップ4､ピーラー､
スライサー､泡立て患､味噌こし器)

●食器類(素読.奇抜,大皿､小鉢､はし 各l臥 フォーク､スプーン)

●材料(米8合､きゅうり6木､カットわかめ200g､酢､塩､砂糖､大根1/2､
しめじ2バック､みそ､さば10切れ しょうが､料理酒､みりん､しょうゆ､
釈き込みご飯のもと)

5.評価
Q)),Tit.ランスの良い食事について理解を深める O興味関心をも=つて字

⑳主食(.汁軌 主義 鄭重から球る定食を作る. 習k.臨むととができ.たカ｣
0できた A部分杓にできた -どちちと.も1,､えない 0 凸 -.
①. ⑦

① q)
申: ◎
①. ⑳

O~ ②

〆 ++ S ･.~~三

--TXウLL, ･空手 壬6tLSLr 訳だ事

･.t:..::-:.LL ･.L;1:㌔.- ～...,.:- :I.∴て:～:::チ/i;:1管

! !

I し劫Uのおもと.奇切与

3 だいこんの加わをむ< ■■■-■■

ヰ だいこんを切手 罷…::‥=::出 違 -;.=.追欝.-

5 かたて督ペJ=いれ尋 磯敷 き､一柳 ー

8 水 (af.守)-奇いれてJ=争

I ふっもうしたら野火にする. 壷藤芸=‥=謎 iiii㌫芸

8 射管を入れ尋

チ 火車年中争
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♂ ~丁= ≧≡…≡群f=:p嘩蘇:=:=こTf:繁

JIEウtL -a:魯 まいr5LI て5<ろ

一l/三j∴､･て七三三:三洋～.-..一::･,奄旨二

TL 二わhlbIを水でも:i:す _′野.i=!:.=:I?:= J_n'<

2 邑JPうりをあろう

3 己.ゆうLIをス与イサーで切.与

4 77hl血中水を生舌

L:.:.='L':==:=三宝:≡…済''

A 告申うll.わか軌 ⑨奇手ぜ与 e=.L琵ざ:iii=..･*:l<n:.=,:■▼

調理 ｢お好み焼きを作ろう｣

中学好 くらし l講也 学習静軸 案

題材名 ｢お好み焼きを作ろう｣
2日標
① お好み焼きの作り方を知る
② お好み焼きを焼く体験をする

3,展開
指導上の留意点

･身支度をする｡
･今日の予定を確誌する
･今日の献立､担当を確agle,

する

グループごとに調理
･3グル-･プに分かれ調理
する｡

･学習の始まりを意識する｡
･予定を知る｡
･鳥犬立､担当を知る｡

･手順表やパッケージの藁
に書かれている作り方を見
て調理を行う｡

･洗い残し､すすぎ浅しが

ないか確認しながら片付け
る｡

･次回の貞夫立を知る｡

･WT:ホワイトボード
に座席を記入
川T:ホワイトボード
にメニューをはる
･ホットプレート使用

時にやけどをしないよ
うに注意する

･各グループでは､生
徒がそれぞれ自分で取

り組めるよう配慮する｡

･洗い浅し等に十分気

をつけるよう促す｡

4.準備物
● 調理器具(ボウル3､ざる3､さいばし3､包丁3､まな板3､泡立て器3,計量カ

ップ3､フライ返し3､ホットプレート3､電子レンジ)
● 食器類(大皿15､フォーク15)
+ 材料(お好み焼きの粉3袋､お好み焼きソース2本､キャベツ2玉､豚肉600g､卵6個､

かつおぶし2リヤック,マヨネーズ休,水540ml)

5.評価
① お好み焼きの作り方を知る- 0興味関心をも って字

@p お好み輝きを焼.ぐ体験をする- 習しこ簡む~ことかできたか-

0できた△部分戸別こできた -どちらともいえない 0 △ -
① ⑳
① ②
① .②
① ②

① ~②

① ②

お好み焼きづくり

月 日( )

①朝桝:4̂分

藤 -巨欝=t,I.=…=≡=≡竃調
I.,.::,藁葺 鞍i=..:= ･■':;式敷鼓::;描 :貌血≡‡:::青野=

訴好aF帝を内紛■LaI好3億g/-ス. 牛iベ一y 串だに<
r昏<ろ すこし 7′耶≡手 ZJOOqうむ '

;::::一.....辛:.謀t..

軍票':I:I*=====､こ;≦;滋 :...,..琵群書=;≡:=萎警

ださご _かつ由BiL マヨネ-ス 訂す

♂ =:: ∴ヽ',..:I

Li的IL 古いISL ほうちJ=ろ 手谷いた

鷲

夢L

i
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調理 ｢けんちん うどん定食を作ろ う①｣

I"梯 み鮎 J氷 り- tI 讐 鮎 皇ラ旨hT習熟 苦望 誓警弄ろう¢- I二/3:h2.日#=①けんちんうゼん定食の栄養義が分かる.馴 文文を理解して.分担の買一､物をすさ.3..展蘭

･I ~-3僻3.併呑坤 をボウttに入れる■

1 たき己を入れるー

L9 胸 璽臨 二. ⑳-:①珍:a珍.
W L . 二¢,@lp

てい,LJeく 中学部 =くらL r調理l学習指導時案1_∴題材名 けんちふうぎん定食を作ろう申■.--I.1ノ 3てhけAJ考4,う甘ん定■食
カ 月( ) 富泉 ･2.百番①汐ん■,ちん.うどん定食由栄養蓋か分かるー

二揃と貰峯 ◎癖支草理解して三分粗の.軌 ､物をす-る｡51_.席碍

弄カー.トを分禁する..._ワ一二ク,シートを記入する.5 ..熟 吻 岬 を即..草加 卵 柵 かる｡ ふ苛君 洋 だ 苧錦 畔を分-'.実態に応じそ持たせ,る金義貞を

-決めるqI.2J声l 朋 をする○ 誓 三芸 .卿 素 琴 駄 悪 詣:デジカメで写貢を振り.､振り:1-0- .ワ-:ク.シ:-=ト.に鮎 相 支沖 かる｡ 返りで軌 朋 うkすると遺 雷獣 学者準 急 ■

材料の貴い物

･凱､鮎芽賢 あずかったお針 うかつたお章p; a).こり.の革垂 (♪-◎‥

･(∵)お竜亘 今かつず:.｡
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1l_け A/ち ん う ど ん 賢 し養 ll ナ t,のつく酢の物を作ろう-1 _:蓮基と粁 U韓をそろえる憾紗.､〆2 :きゅうりをあらい､&'?芋や窃る｡

月 日 ( ) k b桑

つ.～け ん ち ん う.i..ん を 作 ろ う

■1 幣 蓮箕 と冴 リ藻転 そろえ る□まないた _ □う.ゼんのめん口ほう.ちJ=う □めんう~ゆ ■口さ小ばし 口やさい

2 かわをむいて 義態 と.こんにや.く､あぶ らあげをあち.

4 藍 笥 pなべにサラ ダ巧訂 壷;ATL入れ､ コンロの藁 をつけ 奉.

あ うた=歯 言轟蓑をいれ いため る. (ひと.?革み)-3 1年?に切る4 : しんをとる_
5. 3人 分は i 帯.q)宮 がかわつた≡与､ どんや りで欝をほかつそ入れる.｡ーヽ

6 尚 とや_さい.が にえたち､d>んつゆ

7 ｢ I.i,●,}■ ラどんをゆで､.ざるでお藩をきる.

8 i.a ･もりつけるOllヽ~(Dめんを入れる

被服 ｢アイロンがけをしよう｣

中学部 (.らし ｢被服｣学習指導喝寒 l巨 聖 冊 ll 軍1.題材名 アイロンがけを~しよう

2.目標 月 日 .i ) I Eハンカチ■やランチ]洲 =アイE)夕が叶を.しよう-
①アイロンの操作の仕方がわかる.
②平面なもののしわがのぼせる.

-3.展開

る｡ か季?一二 栗 望呈雷管 平野かるよう-辛 .

票顛吋をする○

･濠だちがやるのを見ろ0 .. 順を繰り返し確かめよ .友だちが るのを見て0 × 1.ア イロ.ン台.と-テ ィ~ロ ンを準備 す る.o
25 .繰り返し交代でやって ｣:アイロt,の叔いに 慣れ .-2p台のアイ丘ンをセット

'■デジカメで 撮らた写真を簡

早.

5 L.本時の感想をワークシ｣トに署 一本時を振り返るr○ 4,あ■た.たま って きた ことを確認 す る○

く｡ 5.ア イロ ンをかけ る.6.たたむ-.7.後片 付 け をす る○

4.準滞軌 アイロン､アイロン台,ハンカチ､ランチ.ヨシマツ.卜 デジカメ､.ワ凍斗

5.評価

①アイ■ロ1ンの操作ol仕方.かわかる o血味臥L.をも,,セ学習に臨
②平面なものd)しわがのぼせる .むことができ如tも -

氏 名 -TH｢一一- - - -I- -- - ---二--- - -㍗ --一日一一一一日 - -

○できた -△部分的にできた -どちらともいえない 0 △ - あとで宰裏をはろう'<今日.の学習の感想>-( ) かんたんだ うた○ ( ) むずか.Lか つ..た()がんげ ったす( ).その他 [ 二ト

①
②

也
⑳

①
②
①
②
①
②
①
②
①
②

ー 7 5 -



被服 ｢洗濯機を使って洗濯 してみよう｣

中学如 くらし r姐 学習狩野喝案ト 首相名■.節潜駿で洗津を,してみよう.2_.日像①洗濯の手順を知:る｡@洗効の種類とL使い方を知る.3.展開 l怪達郎 鮎 て鵜 してみよう ll

洗濯のしかた
･1-OL_ .:淡さ蛮物を手や. _..洗濯物の干すとせができ.,干し方の息表は､2息留めてる物. 2.鞄敵蛸に太れる.b 聯

重た凱こ食わせ分担す奉こ5= ..ワ-i-ケシー.トを着く.｡ .泰時を痕り.返る. .ワL-クシ-トで様手を魚えた i:tI~rレー3.電源を入れる二b
り.一家庭で健つていち洗剤哀調ベ:るてよう肩掛 こし､家庭と導現を団 4..スタートボタンを押すoW ,..I.〉:.

.ち..:4.等価物-洗‡監物 .(ランチ云シマツ.ト.ビブス､軍手).､洗濯杜-.いろ.い:ら:な洗剤､かご､角ハンガこ､ 5∴遠如 楓 の基を入れる腰 悪屠

も1由味しこ=デジ:カメJ5.酔価 -6.拷?嘩 歯の聾を*<.d輔 峯

霊諾 霊諾 き駕漂.差を知る. -2監 警豊 島 悪 習 7.窺鮎 ごを摘 するα =施

Oやきた:.△部分的lJ.こそきた 丁どちr6ともいえない C)■ A: ｢q) i,壁 :◎① .:◎.a) -◎ 8.干す○. 既 ヨ毎

19.敢り鹿 ○ 圃

嘗 藩の濫造磯 でやってみよう!

被服 ｢手洗いで洗濯 してみよう｣

せんたく.kうせんぎい
洗濯用洗剤もいろいろあります｡たとえば-∩

節言謂腎'諒諾-F'1-蒜'言;′言/こ言二蒜司
せんたく土うせんさい

<今日の学碧め感顛>

(. ):.a,-=ん.たんだ紙 . ( ). むずかし恒 た

(∴ ) .がんば紙 .

(.二)そ珊 [ ]

中宇部 くらし Ⅶ 1字書鳩車粥藁

1蓋酢才名 流濯･手洗いで洗濯をしよう

2目標

①洗濯(手洗い)の手順がわかる｡

⑳自分の身の回りのことを湖 心締 自らやろうとする｡

3展開

･洗濯(手洗い)の手癖を

聞く｡

･洗濯をする｡

･すすき首する｡

･絞り｡

･ハンガーに干す｡

･ワークシートを記入する｡

･本時の精勤に見通しをもつ｡

･手洗いの時に使うものと手順

がわかる｡

･すすぎ終わりがわかる｡

･両手でしっかり絞って､

洗濯物を広げる｡

･しわをのばして干す｡

･本時をふりかえる｡

･ワークシートと板書で説明す

る｡

･ハンガーを示すq

･できそうな物を選ぶ｡

･遠慮な石けんの萱を加減する｡

･石けんの泡を落とすのを確認す

る｡

･精勤の様子をデジカメで撮

り､後で振り返りに使えるよう

にする｡

･執:応じて手を添える｡

4.準備物 ハンカチ,ランチヲンマット､洗剤､洗面器､角ハンガー､カゴ､ワークシナト､デジカメ

5.評価

①時濯拝洗い坤 手順が叫 ､る｡ 興聯 心を持うて学習

②百分の身の回りめと由こ関心を持ち自らやろうとする. に鴨むととがやきたか .-

①毎
①⑳ー

①◎.

①あ

①@

や◎

a也
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被服 ｢ティッシュケースを作ろ う①｣

月 日 ( )

てあら せ
手洗いで洗濯してみよう

鶴 も の せ腰 の 磯 田
洗 濯 物 わけ せっけん 角ハンガー

ぁら かた ､貯ま蜘 l塔7く恥 2<)で

洗い方 i菅よりやむ岳や

1滴 潅轍 拍 岩 す る○ 畿

2.おけ､せ っけん を鳥揺 する.D 登…≡藍慧

せLILくLウ1.洗濯物 をぬ らすC

4_よ ごれ をみつ け る.O

5.-よ ごれにせ っけん をつ け るO

●~一.lt6.=両手 で もつて. こす る○

I7.わけの求で すす (p｡=感'-'.TwY

8..~しぼ る○

9.辛 す. 蟹鷺

やってみよう!

あとで写耳をはろう

<今 E]の学習め感想>

(I ) が んば つ_たロ

中宇部 くらL r社軌 宇習梅翻 案

1.題材名 ｢被服｣ティッシュケースを作ろう①

2,目標
①簡単な刺紬を刺すことができる｡
⑳ミシンの扱いを知る｡

3.展開

･スウェーデン刺絹の手
本をみる｡

･糸を選ぶ｡

･刺繍をする｡

･スウメ-デン刺繍の手
順の見通しをもつ｡

･好きな色の糸を選択す

る｡ 一刺繍の手順が分かる｡

･今日の感想をワークシ
ートに記入する.

･ワークシートと対応させな
がら説明する｡

･はっきりとした色を中心に
用意する｡

･生徒の実態に応じて刺繍を
対す部分を決め.必要に応じ
チャコペンで印をつける｡
･稽劫の手好 をデジカメで頻
り,ふり返りに償えるように
する｡

4.準備物
裁断したジャバクロス (25×14cm)､iJJ絹針､刺綿糸､はさみ､チャコペン､

ワークシート

5.評価

①簡単な如絹を刺すこと.かできる. .O興味関心を.もって *

Oできた= △部分脚こできた --どちらともいえない ･O A -

① ~②

¢ ⑳

① =◎

¢ .②

① 二.珍

① 勿

野 ②

被服 ｢ティッシュケースを作ろ う②｣

テ ィ ッシ ュケ ー スをつ くろ う

月 日 ( )

っく かた し-

【作 り方 】
① スウ ェーデ ンLLゆうをする｡

かたつく

②型 作 りをす る｡

③ ミシ ンでぬ う｡

㊨ うらが えす｡

了｢--
① スウェーデ ン LLゆうをす るQ

窟うものP
許 ししゆう累 等 はさみ

葦襲 撃

1. LLゆう登 の皆 をえ らぶ ｡

いと き

2.30cmに 糸 を切 るB

はり いと とお

3.針 に 糸 を 通 す｡

4.LLゆうをす る｡

スウェーデンLLゅうにチャレンジ1.

Lやしん
あとで写 真をはろう.

<今日の学習■の感想>

巨 )' かんたんだ った○ (. ■) むずか しか った

( .) 蝋 山 草-

( ) その他 [ ]

中学如 くらし 噸JRJ学習籍等略案

1.題材名 ティッシュケースを作ろう②

2.目標
①簡単な刺繍を刺すことができる.
⑳ミシンの扱いを知る｡

3.展開

【2/2】

･事務を見る｡

･型紙を当てて､アイロ
ンをかける｡
･まち針でとめる｡

･鰻に泊ってミシンでぬ
う｡

･布を返して､ティッシ
ュをいれる｡

･まとめ
･ワークシートに感想を
記入する

･ティッシュケースの作
り方の手順の見通_Lをも
つ｡

･聖っくりの仕方がわか
ら.

･まち針のとめ方がわ
かる｡

･ミシンの使い方がわか

る｡

･布を返すことができる

･今日の学習を振り返

る｡

･ワークシートで確証しなが
ち手順を見せる｡

･刺繍の終わった生徒から取
り組む｡

･アイロンの置き方､償い方
に注意する｡(STは､アイ
ロンを使用している生硬につ
く｡)

･縫う箇所にチャコペンで鰻
をひいてあく

･角など難しい箇所は援助す

る｡

･汚勤の様子をデジカメで撮
り､生徒が掘り返りで使える
ようにする｡

4.準備物 アイロン､アイロン台､型紙､裁縫セット､ミシン､ハサミ

5.評価

①簡単な酎絹を刺すことができ.る○ ･○興味関心をもって学習
②ミシ'(の扱いを知る. に臨むこ_と_ができたか.

Oやきた. ■○できた
△部分的にできた △部分的にできた
-どちらともいえない -どちらともいえない

①⑳

め
② ､

①

②
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被服 ｢ふきんを作ろ う｣

ティッシュケースをつくろう②

月 日 ()

◎聖つくりをする｡

ロコ 感

官 暫態 まち欝 と好苛

1.番鮎 あてて､アイロンを かける｡
EfEF

2.まち針でとめる｡

◎ ミシン で ぬう.

管 - 室霧 ミ敷 ま腰 描

1.ミシンに上爺をかける｡

2.(ミシuH一儀をセットしこ鮎 ･J

3.ミシンでぬう

⑳うらがえす.

ミシンにチャレンジ !

Lやしん
あとで写 葺をはろうC

そ今日の.単督d)感想>

(p 十 かふた経 った ( .ト むずかtかつた..

中学部 くらL r被服｣学習指導時案

1.願材者rふきんを作ろう｣

2.目標
①波紋いができる｡
②玉結び､玉留めができる｡

3.展開

を見る｡
(糸通し､五結び､波ぬ

い､玉どめ )

･基本的な恐い方の練習をする｡
孝義 を置,Lをし･娘にそって波縫いをす
ら.
･玉留めをする｡

･ワ ークシ ー トを記入す
ち

･玉結びができる｡㌔
･波紋いができる｡
･玉留めができる｡

･木時の振り返 りをす

る｡

･ 稚 い 方 の :石 和 は ワ-く
確 紐 で き る よ うにする｡

･生徒の実態に応じて課題とする技
法を隣定して取り組めるようにす
る｡

･手順をワークシートで確認しなが
ら行えるようにする｡
主箕等富戸鮎 応じて波執 ､の緑を

･拍動の 様子を デジカメで積り､後
で掘り返りに使 えるようにする｡

0也 ･%7.I OやきたB分的にやきた- △部分的にできた
とち~ちともいえない -どちらともいえなし~1

①

早

①

令-,

①

@

① +
②

①~

②

令

¢

①

⑳

被服 ｢ボタンつけ｣

tf ふきん露 ろう EE 中等訊 く.らし ｢被服J学習指導時冥 _i..琴材名.rボタン,村机

窟 如 JEコ:藤 間∴ は望み _秦 -.～:A: 級 3.展開時間 学習韓斬 罪痔 L* - 重患息

れ 壷もつて..ひとさし鮎 うめく適 .(恥 や.l蒜まく.i

"巌 でおさえて業をず.8:し.結び畠.を潔ろ.
便見ろ串_う pにする○

い 一 .-■つ ■-

毎 .千.うち.年中 .かキ坤 _い纏 を封に3鞄 =(.薫粥 球 をお声冬､封をひ-.bぼる. -どちらともいえない -どちらともいえない.① .興味関心

ヂyl=レンジ!. ② (~その他碍筆事項).㊨ ._.g招関心② (その他精華等頬)

I(: ト かんた鱗 サ=f=.. ( L■.)≡ むずかし恒 た ~ 等 L謹 轟 き抑 貢,-.

(_ ) ..がん断 たd :① .興廃坂心⑳ (その他特車手痛)_
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住まい ｢下駄箱掃除をしよう｣

ボタンつけ

月 日 ( )

ボタンをつけよう

窟うもの ,Ej h 野熟 盈 み 噂 茶

2つ穴のボタン

i._-Y.丁=/'i:■L■■: 鮎 才筆どりにして誉協 港.･>< いち ぬo}作り､ボタンをつけ初茸の布

おもてを表~からすく-いあげ､-ボタン

の熱 こ崇を窟しまれ

粉 riりいと

.Hl～､.L. 2つあるボタン.穴に針.と糸を3計箇します.?けた瞥ば

タンをはめやすいように ボタ

ンを賢しあ せ､つ抄まLJ=う○

i.I 渦 シと窮払閣iこ宗適し.
す .riり _ T3う~回のように針についている方の

琴て㈲ 敵 .(3翫 如 春

-､て 野を諾して読むま丸

･つけ虚底壷から崩 の菱闇

儀 ;■二.i;:::ii

l士りヘ針.をきし､.蓑苛や糸を玉

どめを,します○

4つ穴のボタン

2つ穴ボタンと同じや

り方で､4つの穴に糸を

通して取りっけます｡

ibし
足 つ きボタン

一色のLl布地にたV.､L,て東タ～(
の賢が豆うようにボ女
-ンを轟きます.

鮎 初歩油麓Lq,由に酪
をさしてボタンの粘 くぐち

吃,Wをp窮鼠主旨胤

かい<廿ヽえ･これを3回繰り返し耽

∫ノ′_ 筈の葉苛や箸等録 を存

り､愛どめと晋の解に

いと とお _糸を通してから崇を易り

<今巳の学習の.感痕>

( ) うまくできた.○ (,)むずかしかフた

( ) がんばつ-たO-

( ) その他 [■ ]

中学部 くらL rすまい｣学習指導喝案

1.題材名 ｢下駄箱の掃除をしよう｣

2,目標
①下味箱の掃除の剖l勇を知る｡
②手順に従ってやってみる｡

3.展開

時間 学習精勤 指導内容 p留意点

1仁一 ･下駄箱掃像の手順を聞 ･手順がわかる ･ワrケシt-トで確藷する○

30 く｡･刊l酌こ従ってやる '手順表を見てき-わいに /玄関で男女別にやってみ.る｡

1~0 ･-ウγ.bLシートに感想を要 ･まとめを意識できる ∵汚勤¢碍子をデジカメで頻

4.準備物 ミニほうき､ちりとり､ JVケツ,ぞうきん､新聞紙､ワークシート ､デジカメ

5.評価

①下Bi箱の掃除の手順を知る. 0無味関心をもつ.て学習

⑳手順に従ってやもて中るQ ･に馳 ‡とかできたか｡

○できた .○できた
△部分的にできた △部分的にできた
-どちらともいえない -どちらともいえなし.ー

①cl ･興味関心A(その:他特筆事項)

¢⑳ T興津関心(その他特筆事項)

①② ･興味関心.(そめ他特筆事項)

①■早 ･興味関心(そ■の-呼野筆事項)

也② -.無味関心(その他線萱事項)

①@ ･興味関心(その他滑空事項)

也◎ ･..興味関心

FF霜 盛あ軸 ll

p月 日.( ) 崖菖

打たば~こ そうじ
下駄箱の掃除をしてみよう.

ミニほうき+ちpりとり バケツ 妄■去l;li 義博犠

そうじ しかIi 一例 流浪将?f4,X1.品¥=:)守 .

掃除q)仕方 -1芋か恥 的

L 蓮某を魚篭するふ やってみよう!あとで写真をはろう

2-くつを由して緬 縦 旨くb済

4..ぞうきんをかたく-.しぼる○溢 萱……≡…≡……

4∴げたばこの中をふく｡

bJI5.中がかわいたら,くj:をもギす○

9.連鎖 を酌 如 るC

く今日の学習の感想>

(二).がんば,た○
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